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令和６年度（2024 年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 体育 科目 体育 単位数 ２ 学年 １ 科 全科 

使用教科書 なし 

補助教材等 なし 

 

１ 学習の到達目標 

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，

心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に

応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

（1） 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運

動を豊かに継続することができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解

するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。【知識及び技能】 

（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思

考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

【思考力・判断力・表現力等】 

（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果

たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・

安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。  

【学びに向かう力、人間性等】                                                                                 

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇運動の楽しさや喜びを深く味わうためにも体調管理に気を付けて毎回の授業へ参加してください。

その際も、技能を身に付けられるよう積極的な取り組みを見せてください。 

〇他者と運動を通して交流を重ね、円滑なコミュニケーションを図ってください。集団での意思決定

において積極的な参加をしてください。 

〇授業前の準備や準備運動、授業中の安全確保や授業後の片づけ等に前向きに取り組んでください。

授業担当者からの指示に対して、指示を理解し行動につなげてください。 

〇授業内で疑問に感じたことやわからないことは積極的に質問をしてください。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

運動の合理的，計画的な実

践に関する具体的な事項や

生涯にわたって運動を豊か

に継続するための理論につ

いて理解しているととも

に，目的に応じた技能を身

に付けている。  

自己や仲間の課題を発見

し，合理的，計画的な解決

に向けて，課題に応じた運

動の取り組み方や目的に応

じた運動の組み合わせ方を

工夫しているとともに，そ

れらを他者に伝えている。  

運動の楽しさや喜びを深く

味わうことができるよう，

運動の合理的，計画的な実

践に自主的に取り組もうと

している。 

主な評価 

方法 

・観察 

・実技テスト 

  

・学習カード 

・実技テスト 

・観察  

・観察 

・生徒との対話  
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４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

一

学

期 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

 

Ａ体つくり運動 

 

 

 

【選択Ⅰ期】 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

イ）ﾈｯﾄ型 

Ｆ武道 

ア）柔道 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

・サッカー 

イ）ﾈｯﾄ型 

・バレーボー

ル 

Ｆ武道 

ア）柔道 

20 ・学習集団としての約

束や評価の仕方等 

【Ａ体つくり運動】 

ア）体ほぐしの運動 

イ）実生活に生かす運

動の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ器械運動】 

ア）マット運動 

エ）跳び箱運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ体つくり運動】 

・運動を継続する意義，体の

構造，運動の原則などについ

て理解している(a) 

・自己や仲間の課題を発見

し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫すると

ともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えている

（b） 

・体つくり運動に自主的に取

り組むとともに，互いに助け

合い教え合おうとすること，

一人一人の違いに応じた動き

などを大切にしようとするこ

と，話合いに貢献しようとす

ることなどをしたり，健康・

安全を確保したりしている

（c） 

【Ｂ器械運動】 

・技の名称や行い方，運動観

察の方法，体力の高め方など

について理解している(a) 

・マット運動では，回転系や

巧技系の基本的な技を滑らか

に安定して行うこと，条件を

変えた技や発展技を行うこと

及びそれらを構成し演技する

ことができる(a) 

・跳び箱運動では，切り返し

系や回転系の基本的な技を滑
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二

学

期 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選択Ⅱ期】 

Ｂ器械運動  

ア）マット運

動 

エ）跳び箱運

動 

Ｃ陸上競技 

 ア）短距離走・

リレー，長距離

走，ハードル走 

Ｄ水泳 

ア）クロール 

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフラ

イ 

 

 

 

【選択Ⅲ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ

型 

Ｆ武道   

ア）柔道 

 

 

【選択Ⅳ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

Ｆ武道   

ア）柔道 

 

 

Ｂ器械運動 

ア）マット 

エ）跳び箱 

Ｃ陸上競技 

ア）短距離

走・リレー 

 

Ｄ水泳 

ア）クロール 

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフラ

イ 

 

 

 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ

型 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

Ｆ武道   

ア）柔道 

 

 

 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

・サッカー 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰ

ﾙ 

Ｆ武道   

ア）柔道 

30  

 

 

 

 

【Ｃ陸上競技】 

ア）短距離走・リレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｄ水泳】 

ア）クロール 

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフライ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らかに安定して行うこと，条

件を変えた技や発展技を行う

ことができる(a) 

・技などの自己や仲間の課題

を発見し，合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己の考えた

ことを他者に伝えている(b) 

・器械運動に自主的に取り組

むとともに，よい演技を讃え

ようとすること，互いに助け

合い教え合おうとすること，

一人一人の違いに応じた課題

や挑戦を大切にしようとする

ことなどをしたり，健康・安

全を確保したりしている

（c） 

【Ｃ陸上競技】 

・技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法な

どについて理解している(a) 

・短距離走・リレーでは中間

走へのつなぎを滑らかにして

速く走ることやバトンの受け

渡しで次走者のスピードを十

分に高めることができる(a) 

・動きなどの自己や仲間の課

題を発見し合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己の考えた

ことを他者に伝えている(b) 

・陸上競技に自主的に取り組

むとともに，勝敗などを冷静

に受け止め，ルールやマナー

を大切にしようとすること，

自己の責任を果たそうとする

こと，一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を大切にしよう

とすることなどをしたり，健
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三

学

期 

12 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

【選択Ⅳ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

 

 

 

※Ｈ体育理論 

１スポーツの文

化的特性や現代

のスポーツの発

展 

 

 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

・卓球 

 

 

 

※Ｈ体育理

論 

・スポーツ

の文化的特

性や現代の

スポーツの

発展 

20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｅ球技】 

ア）ゴール型 

イ）ネット型 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

康・安全を確保したりしてい

る(c) 

【Ｄ水泳】 

・技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法な

どについて理解している(a) 

・クロールでは，手と足の動

き，呼吸のバランスを保ち，

安定したペースで長く泳いだ

り速く泳いだりすることがで

きる(a)  

・平泳ぎでは，手と足の動

き，呼吸のバランスを保ち，

安定したペースで長く泳いだ

り速く泳いだりすることがで

きる(a)  

・背泳ぎでは，手と足の動

き，呼吸のバランスを保ち，

安定したペースで泳ぐことが

できる(a)  

・バタフライでは，手と足の

動き，呼吸のバランスを保

ち，安定したペースで泳ぐこ

とができる(a) 

・泳法などの自己や仲間の課

題を発見し合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫

するとともに自己の考えたこ

とを他者に伝えている（b） 

・水泳に自主的に取り組むと

ともに，勝敗などを冷静に受

け止め，ルールやマナーを大

切にしようとすること，自己

の責任を果たそうとするこ

と，一人一人の違いに応じた

課題や挑戦を大切にしようと

することなどをしたり，水泳

の事故防止に関する心得を遵

守するなど健康・安全を確保
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【Ｆ武道】 

ア）柔道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｈ体育理論】 

１スポーツの文化的特

性や現代のスポーツの

発展 

 

したりしている（c） 

【Ｅ球技】 

・技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法な

どについて理解している(a) 

・ゴール型では，安定したボ

ール操作と空間を作りだすな

どの動きによってゴール前へ

の侵入などから攻防をするこ

とができる。(a) 

・ネット型では，役割に応じ

たボール操作や安定した用具

の操作と連携した動きによっ

て空いた場所をめぐる攻防を

することができる (a) 

・ベースボール型では，安定

したバット操作と走塁での攻

撃，ボール操作と連携した守

備などによって攻防をするこ

とができる(a) 

・攻防などの自己やチームの

課題を発見し，合理的な解決

に向けて運動の取り組み方を

工夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝え

ている（b） 

・球技に自主的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを大

切にしようとすること，作戦

などについての話合いに貢献

しようとすること，一人一人

の違いに応じたプレイなどを

大切にしようとすること，互

いに助け合い教え合おうとす

ることなどをしたり，健康・

安全を確保したりしている

（c） 

【Ｆ武道】 

・伝統的な考え方，技の名称
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や見取り稽古の仕方，体力の

高め方などについて理解して

いる(a) 

・柔道では，相手の動きの変

化に応じた基本動作や基本と

なる技，連絡技を用いて，相

手を崩して投げたり，抑えた

りするなどの攻防をすること

ができる(a) 

・攻防などの自己や仲間の課

題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工

夫するとともに，自己の考え

たことを他者に伝えている

（b） 

・武道に自主的に取り組むと

ともに，相手を尊重し，伝統

的な行動の仕方を大切にしよ

うとすること，自己の責任を

果たそうとすること，一人一

人の違いに応じた課題や挑戦

を大切にしようとすることな

どをしたり，健康・安全を確

保したりしている（c） 

【Ｈ体育理論】 

・スポーツの文化的特性や現

代のスポーツの発展について

理解している(a) 

・スポーツの文化的特性や現

代のスポーツの発展につい

て，課題を発見し，よりよい

解決に向けて思考し判断する

とともに，他者に伝えている

（b） 

・スポーツの文化的特性や現

代のスポーツの発展について

の学習に自主的に取り組もう

としている（c） 

                                合計 ７０時間 
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令和６年度（2024 年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 保健 科目 保健 単位数 １ 学年 １ 科 全科 

使用教科書 現代高等保健体育 

補助教材等 現代高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々

が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。 

（1） 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるよ

うにする。 

【知識及び技能】 

（2） 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する

とともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

【思考力・判断力・表現力等】 

（3） 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力

ある生活を営む態度を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】                                                                          

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇1単位の授業であるため欠課に注意し、毎回の授業に出席するよう努めてください。 

〇授業内における教科書や板書内容、スライドの資料をよく理解し、テストに臨んでください。 

〇提出物は期限内に提出してください。 

〇授業内で疑問に感じたことやわからないことは積極的に質問をしてください。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

個人及び社会生活における

健康・安全について理解を

深めているとともに、技能

を身に付けている。  

健康についての自他や社会

の課題を発見し、合理的、

計画的な解決に向けて思考

し判断しているとともに、

目的や状況に応じて他者に

伝えている。  

生涯を通じて自他の健康の

保持増進やそれを支える環

境づくりを目指し、明るく

豊かで活力ある生活を営む

ための学習に主体的に取り

組もうとしている。 

主な評価 

方法 

・テスト 

  

・テスト  ・授業中の発言内容や行動

観察 

・ノートへの取り組み 
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４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

一

学

期 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

現代社会

と健康 

健康の考え方 

 

 

 

 

 

現代の感染症と

その予防 

 

 

 

 

生活習慣病など

の予防と回復 

 

10 ・健康課題や健康の考

え方と成り立ち、健康

の保持増進のための適

切な意思決定や行動選

択と環境づくりについ

て理解する 

・感染症は，時代や地

域によって自然環境や

社会環境の影響を受

け，発生や流行に違い

が見られることを理解

する 

・生活習慣病などのリ

スクを軽減し予防する

には，適切な運動，食

事，休養及び睡眠など，

調和のとれた健康的な

生活を続けることが必

要であることや，定期

的な健康診断やがん検

診などを受診すること

が必要であることを理

解する 

・健康は，様々な要因の影響を

受けながら，主体と環境の相互

作用の下に成り立っているこ

とを理解している（a） 

・感染症の予防には，個人の取

組及び社会的な対策を行う必

要があることを理解している

（a） 

・健康の保持増進と生活習慣

病などの予防と回復には，運

動，食事，休養及び睡眠の調和

のとれた生活の実践や疾病の

早期発見，及び社会的な対策が

必要であることを理解してい

る（a） 

・現代社会と健康について，課

題を発見し，健康や安全に関す

る原則や概念に着目して解決

の方法を思考し判断している

（ｂ） 

・現代社会と健康についての

学習に主体的に取り組もうと

している（ｃ） 

二

学

期 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

現代社会

と健康 

喫煙、飲酒、薬物

乱用と健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神疾患の予防

と回復 

 

15 ・喫煙や飲酒は，生活

習慣病などの要因とな

り心身の健康を損ねる

ことを理解する 

・薬物の乱用は，心身

の健康，社会の安全な

どに対して深刻な影響

を及ぼすことから，決

して行ってはならない

ことを理解する 

・精神疾患は，精神機

能の基盤となる心理

的，生物的，または社会

・喫煙と飲酒、薬物乱用の対策

には個人や社会環境への対策

が必要であることを理解して

いる（a） 

・疾病の早期発見及び社会的

な対策が必要であることを理

解している（a） 

・現代の感染症には新たに起

こるものと再び起こるものが

あり、それらの感染拡大をどの

ように防いでいくか、また個人

と社会に分けての対策を理解

している（a） 
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9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代の感染症と

その予防 

 

 

 

 

 

 

意思決定、行動選

択と環境づくり 

的な機能の障害などが

原因となり，認知，情

動，行動などの不調に

より，精神活動が不全

になった状態であるこ

とを理解する 

・精神疾患の予防と回

復には，調和のとれた

生活，早期に心身の不

調に気付くこと，心身

に起こった反応につい

てはリラクセーション

の方法でストレスを緩

和することなどが重要

であることを理解する 

・現代の感染症は世界

的な広がりを見せやす

く，個人及び社会での

対策を分けて理解する 

・性感染症とエイズが

ほかの感染症と異なる

点について理解してい

る 

・意思決定と行動選択

に影響を与える要因に

ついて理解する 

・ヘルスプロモーショ

ンの考え方にもとづく

環境づくりの特徴につ

いて理解する 

・健康のための意思決定,行動

選択について理解し、ヘルスプ

ロモーションの考え方につい

ても理解している（a） 

・現代社会と健康について，課

題を発見し，健康や安全に関す

る原則や概念に着目して解決

の方法を思考し判断している

（ｂ） 

・現代社会と健康についての

学習に主体的に取り組もうと

している（ｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三

学

期 

12 

 

 

 

 

 

 

1 

 

安全な社

会生活 

安全な社会づく

り 

 

 

 

 

 

 

 

10 ・安全な社会づくりに

は，環境の整備とそれ

に応じた個人の取組が

必要であることを理解

する 

・交通事故を防止する

には，車両の特性，適切

な行動，生命を尊重す

る態度，交通環境の整

・安全な社会づくりのために

必要となる個人の取り組みを

理解している（a） 

・交通事故防止のための個人

及び社会の取り組みを理解し

ている（a） 

・応急手当の意義について理

解している（a） 

・応急手当や心肺蘇生法の手
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2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

応急手当 

備が関わること，そし

て交通事故には補償を

はじめとした責任が生

じることを理解する 

・適切な応急手当は，

傷害や疾病の悪化を軽

減できることや，応急

手当には正しい手順や

方法があること，そし

て応急手当は，傷害や

疾病によって身体が時

間の経過とともに損な

われていく場合がある

ことから，速やかに行

う必要があることを理

解する 

順や方法について理解してい

る（a） 

・安全な社会生活について，安

全に関する原則や概念に着目

して危険の予測やその回避の

方法を考えている（ｂ） 

・安全な社会生活についての

学習に主体的に取り組もうと

している（ｃ） 

合計 ３５時間 
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令和６年度（2024 年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 体育 科目 体育 単位数 ２ 学年 ２ 科 全科 

使用教科書 なし 

補助教材等 なし 

 

１ 学習の到達目標 

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，

心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に

応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

（1） 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運

動を豊かに継続することができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解

するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。【知識及び技能】 

（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思

考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

【思考力・判断力・表現力等】 

（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果

たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・

安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】                                                                                 

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇運動の楽しさや喜びを深く味わうためにも体調管理に気を付けて毎回の授業へ参加してください。

その際も、技能を身に付けられるよう積極的な取り組みを見せてください。 

〇他者と運動を通して交流を重ね、円滑なコミュニケーションを図ってください。集団での意思決定

において積極的な参加をしてください。 

〇授業前の準備や準備運動、授業中の安全確保や授業後の片づけ等に前向きに取り組んでください。

授業担当者からの指示に対して、指示を理解し行動につなげてください。 

〇授業内で疑問に感じたことやわからないことは積極的に質問をしてください。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

運動の合理的，計画的な実

践を通して，運動の楽しさ

や喜びを深く味わい，生涯

にわたって運動を豊かに継

続することができるように

するため，運動の多様性や

体力の必要性について理解

しているとともに，それら

の技能を身に付けている。  

生涯にわたって運動を豊か

に継続するための課題を発

見し，合理的，計画的な解

決に向けて思考し判断する

とともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝えてい

る。 

生涯にわたって継続して運

動に親しむために，運動に

おける競争や協働の経験を

通して，公正に取り組む，

互いに協力する，自己の責

任を果たす，参画する，一

人一人の違いを大切にしよ

うとするとともに，健康・

安全を確保している。 

主な評価 

方法 

・観察 

・実技テスト 

  

・学習カード 

・実技テスト 

・観察  

・観察 

・生徒との対話  
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４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 

学 習 内 

容 
評 価 規 準 

一

学

期 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

 

Ａ体つくり運動 

 

 

 

【選択Ⅰ期】 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

イ）ﾈｯﾄ型 

Ｆ武道 

ア）柔道 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

・サッカー  

イ）ﾈｯﾄ型 

・バレーボール 

Ｆ武道 

ア）柔道 

20 ・学習集団

としての約

束や評価の

仕方等 

【Ａ体つく

り運動】 

ア）体ほぐ

しの運動 

イ）実生活

に生かす運

動の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ器械運

動】 

ア）マット

運動 

エ）跳び箱

運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ体つくり運動】 

・体つくり運動の行い

方，体力の構成要素，

実生活への取り入れ方

などについて理解して

いる(a) 

・生涯にわたって運動

を豊かに継続するため

の自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画

的な解決に向けて取り

組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝え

ている（b） 

・体つくり運動に主体

的に取り組むととも

に，互いに助け合い高

め合おうとすること，

一人一人の違いに応じ

た動きなどを大切にし

ようとすること，合意

形成に貢献しようとす

ることなどをしたり，

健康・安全を確保した

りしている（c） 

【Ｂ器械運動】 

・技の名称や行い方，

体力の高め方，課題解

決の方法，発表の仕方

などについて理解して
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二

学

期 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選択Ⅱ期】 

Ｂ器械運動  

ア）マット運動 

エ）跳び箱運動 

Ｃ陸上競技 

 ア）短距離走・

リレー，長距離

走，ハードル走 

Ｄ水泳 

ア）クロール  

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフライ 

 

 

【選択Ⅲ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

Ｆ武道   

ア）柔道 

 

 

【選択Ⅳ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

Ｆ武道   

ア）柔道 

 

 

Ｂ器械運動  

ア）マット 

エ）跳び箱 

Ｃ陸上競技 

ア）短距離走・リレー 

 

Ｄ水泳 

ア）クロール  

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフライ 

 

 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

Ｆ武道   

ア）柔道 

 

 

 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

・サッカー 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

Ｆ武道   

ア）柔道 

30  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ陸上競

技】 

ア）短距離

走・リレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる(a) 

・マット運動では，回

転系や巧技系の基本的

な技を滑らかに安定し

て行うこと，条件を変

えた技や発展技を行う

こと及びそれらを構成

し演技することができ

る(a) 

・跳び箱運動では，切

り返し系や回転系の基

本的な技を滑らかに安

定して行うこと，条件

を変えた技や発展技を

行うことができる(a) 

・生涯にわたって運動

を豊かに継続するため

の自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画

的な解決に向けて取り

組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝え

ている（b） 

・器械運動に主体的に

取り組むとともに，よ

い演技を讃えようとす

ること，互いに助け合

い高め合おうとするこ

と，一人一人の違いに

応じた課題や挑戦を大

切にしようとすること

などをしたり，健康・

安全を確保したりして

いる（c） 

【Ｃ陸上競技】 

・技術の名称や行い

方，体力の高め方，課

題解決の方法，競技会
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三

学

期 

12 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

【選択Ⅳ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

 

 

 

※Ｈ体育理論 

２運動やスポー

ツの効果的な学

習の仕方 

 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

・卓球 

 

 

 

※Ｈ体育理論 

・運動やスポーツの効果的

な学習の仕方 

20 【Ｄ水泳】 

ア）クロー

ル 

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフ

ライ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｅ球技】 

ア）ゴール

型 

の仕方などについて理

解している(a) 

・短距離走・リレーで

は，中間走の高いスピ

ードを維持して速く走

ることやバトンの受渡

しで次走者と前走者の

距離を長くすることが

できる(a) 

・生涯にわたって運動

を豊かに継続するため

の自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画

的な解決に向けて取り

組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝え

ている(b) 

・陸上競技に主体的に

取り組むとともに，勝

敗などを冷静に受け止

め，ルールやマナーを

大切にしようとするこ

と，役割を積極的に引

き受け自己の責任を果

たそうとすること，一

人一人の違いに応じた

課題や挑戦を大切にし

ようとすることなどを

したり，健康・安全を

確保したりしている(c) 

【Ｄ水泳】 

・技術の名称や行い

方，体力の高め方，課

題解決の方法，競技会

の仕方などについて理

解している(a) 

・クロールでは，手と

足の動き，呼吸のバラ
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イ）ネット

型 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰ

ﾙ型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｆ武道】 

ア）柔道 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンスを保ち，伸びのあ

る動作と安定したペー

スで長く泳いだり速く

泳いだりすることがで

きる (a)  

・平泳ぎでは，手と足

の動き，呼吸のバラン

スを保ち，伸びのある

動作と安定したペース

で長く泳いだり速く泳

いだりすることができ

る (a)  

・背泳ぎでは，手と足

の動き，呼吸のバラン

スを保ち，安定したペ

ースで長く泳いだり速

く泳いだりすることが

できる (a)  

・バタフライでは，手

と足の動き，呼吸のバ

ランスを保ち，安定し

たペースで長く泳いだ

り速く泳いだりするこ

とができる (a) 

・生涯にわたって運動

を豊かに継続するため

の自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画

的な解決に向けて取り

組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝え

ている(b） 

・水泳に主体的に取り

組むとともに，勝敗な

どを冷静に受け止め，

ルールやマナーを大切

にしようとすること，

役割を積極的に引き受
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【Ｈ体育理

論】 

・運動やス

ポーツの効

果的な学習

の仕方 

 

け自己の責任を果たそ

うとすること，一人一

人の違いに応じた課題

や挑戦を大切にしよう

とすることなどをした

り，水泳の事故防止に

関する心得を遵守する

など健康・安全を確保

したりしている（c） 

【Ｅ球技】 

・技術などの名称や行

い方，体力の高め方，

課題解決の方法，競技

会の仕方などについて

理解している(a) 

・ゴール型では，状況

に応じたボール操作と

空間を埋めるなどの動

きによって空間への侵

入などから攻防をする

ことができる (a) 

・ネット型では，状況

に応じたボール操作や

安定した用具の操作と

連携した動きによって

空間を作り出すなどの

攻防をすることができ

る(a) 

・ベースボール型で

は，状況に応じたバッ

ト操作と走塁での攻

撃，安定したボール操

作と状況に応じた守備

などによって攻防をす

ることができる (a) 

・生涯にわたって運動

を豊かに継続するため

のﾁｰﾑや自己の課題を発

見し，合理的，計画的
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な解決に向けて取り組

み方を工夫するととも

に，自己やﾁｰﾑの考えた

ことを他者に伝えてい

(b） 

・球技に主体的に取り

組むとともに，フェア

なプレイを大切にしよ

うとすること，合意形

成に貢献しようとする

こと，一人一人の違い

に応じたプレイなどを

大切にしようとするこ

と，互いに助け合い高

め合おうとすることな

どをしたり，健康・安

全を確保したりしてい

る（c） 

【Ｆ武道】 

・伝統的な考え方，技

の名称や見取り稽古の

仕方，体力の高め方，

課題解決の方法，試合

の仕方などについて理

解している(a) 

・柔道では，相手の動

きの変化に応じた基本

動作から，得意技や連

絡技・変化技を用い

て，素早く相手を崩し

て投げたり，抑えた

り，返したりするなど

の攻防をすることがで

きる (a) 

・・生涯にわたって運

動を豊かに継続するた

めの自己や仲間の課題

を発見し，合理的，計

画的な解決に向けて取
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り組み方を工夫すると

ともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝

えている（b） 

・武道に主体的に取り

組むとともに，相手を

尊重し，礼法などの伝

統的な行動の仕方を大

切にしようとするこ

と，役割を積極的に引

き受け自己の責任を果

たそうとすること，一

人一人の違いに応じた

課題や挑戦を大切にし

ようとすることなどを

したり，健康・安全を

確保したりしている

（c） 

【Ｈ体育理論】 

・運動やスポーツの効

果的な学習の仕方につ

いて理解している(a) 

・運動やスポーツの効

果的な学習の仕方につ

いて，課題を発見し，

よりよい解決に向けて

思考し判断するととも

に，他者に伝えている

（b） 

・運動やスポーツの効

果的な学習の仕方につ

いての学習に主体的に

取り組もうとしている

（c） 

合計７０時間 
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令和６年度（2024 年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 保健 科目 保健 単位数 １ 学年 ２ 科 全科 

使用教科書 現代高等保健体育 

補助教材等 現代高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々

が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。 

（1） 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるよ

うにする。 

【知識及び技能】 

（2） 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する

とともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

【思考力・判断力・表現力等】 

（3） 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力

ある生活を営む態度を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】                                                                          

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇1単位の授業であるため欠課に注意し、毎回の授業に出席するよう努めてください。 

〇授業内における教科書や板書内容、スライドの資料をよく理解し、テストに臨んでください。 

〇提出物は期限内に提出してください。 

〇授業内で疑問に感じたことやわからないことは積極的に質問をしてください。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

個人及び社会生活における

健康・安全について理解を

深めているとともに、技能

を身に付けている。  

健康についての自他や社会

の課題を発見し、合理的、

計画的な解決に向けて思考

し判断しているとともに、

目的や状況に応じて他者に

伝えている。  

生涯を通じて自他の健康の

保持増進やそれを支える環

境づくりを目指し、明るく

豊かで活力ある生活を営む

ための学習に主体的に取り

組もうとしている。 

主な評価 

方法 

・テスト 

  

・テスト  ・授業中の発言内容や行動

観察 

・ノートへの取り組み 
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４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

一

学

期 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

生 涯 を 通

じる健康 

生涯の各段階に

おける健康 

 

 

 

 

 

 

 

10 ・ライフステージと健

康の関連について理

解する 

・思春期における心と

体や，妊娠および出

産、家族計画や結婚生

活について理解する 

 

・生涯を通じる健康の保持増

進や回復には，生涯の各段階

の健康課題に応じた自己の健

康管理及び環境づくりが関わ

っていることを理解している

（a） 

・生涯を通じる健康に関する

情報から課題を発見し，健康

に関する原則や概念に着目し

て解決の方法を思考し判断し

ているとともに，それらを表

現している（b） 

・生涯を通じる健康について

の学習に主体的に取り組もう

としている（c） 

二

学

期 

7 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

生 涯 を 通

じる健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健 康 を 支

え る 環 境

づくり 

労働と健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境と健康 

 

 

 

 

15 ・中高年期や働くこと

と健康についての関

係について理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大気汚染や水質汚

濁，土壌汚染について

理解する 

・環境汚染による健康

被害を防ぐ方法につ

いて理解する 

・ごみの処理や上下水

道のしくみや現状の

・労働災害の防止には，適切

な健康管理及び安全管理をす

る必要があることを理解して

いる（a） 

・生涯を通じる健康に関する

情報から課題を発見し，健康

に関する原則や概念に着目し

て解決の方法を思考し判断し

ているとともに，それらを表

現している（b） 

・生涯を通じる健康について

の学習に主体的に取り組もう

としている（c） 

・人間の生活や産業活動は，

自然環境を汚染し健康に影響

を及ぼすことがあることや，

それらを防ぐには，汚染の防

止及び改善の対策をとる必要

があることを理解している

（a） 
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課題について理解す

る 

・環境衛生活動は，基準が設

定され，それに基づき行われ

ていることを理解している

（a） 

・健康を支える環境づくりに

関する情報から課題を発見

し，健康に関する原則や概念

に着目して解決の方法を思考

し判断しているとともに，そ

れらを表現している（b） 

・健康を支える環境づくりに

ついて主体的に学習に取り組

もうとしている（c） 

三

学

期 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

健 康 を 支

え る 環 境

づくり 

食品と健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健,医療制度及

び地域の保健,医

療機関 

 

 

 

 

 

 

 

様々な保健活動

や社会的対策,健

康に関する環境

づくりと社会参

加 

10 ・食品の安全性やその

安全性を確保するた

めのそれぞれの役割

について理解する 

 

 

 

 

 

・保健行政や医療保険

のしくみについて理

解する 

・医薬品の正しい使用

法や安全性を守る取

り組みについて理解

する 

 

 

 

・国際機関や民間機関

などの保健活動につ

いて理解する 

・健康のための環境づ

くりについて理解す

る 

・食品の安全性を確保するこ

とは健康を保持増進する上で

重要であることや，食品衛生

活動は，食品の安全性を確保

するよう基準が設定され，そ

れに基づき行われていること

を理解している（a） 

・生涯を通じて健康を保持増

進するには，保健・医療制度

や地域の保健所，保健センタ

ー，医療機関などを適切に活

用することが必要であること

を理解している（a） 

・医薬品は，有効性や安全性

が審査されており，販売には

制限があること，そして疾病

からの回復や悪化の防止に

は，医薬品を正しく使用する

ことが有効であることを理解

している（a） 

・我が国や世界では，健康課

題に対応して様々な保健活動

や社会的対策などが行われて

いることを理解している（a） 

・自他の健康を保持増進する

には，ヘルスプロモーション
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3 の考え方を生かした健康に関

する環境づくりが重要であ

り，それに積極的に参加して

いくことが必要であること

や，それらを実現するには，

適切な健康情報の活用が有効

であることを理解している

（a） 

・健康を支える環境づくりに

関する情報から課題を発見

し，健康に関する原則や概念

に着目して解決の方法を思考

し判断しているとともに，そ

れらを表現している（b） 

・健康を支える環境づくりに

ついての学習に主体的に取り

組もうとしている（c） 

合計 ３５時間 
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令和６年度（2024 年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 体育 科目 体育 単位数 ３ 学年 ３ 科 全科 

使用教科書 なし 

補助教材等 なし 

 

１ 学習の到達目標 

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，

心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に

応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

（1） 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運

動を豊かに継続することができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解

するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。【知識及び技能】 

（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思

考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

【思考力・判断力・表現力等】 

（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果

たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・

安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】                                                                                 

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇運動の楽しさや喜びを深く味わうためにも体調管理に気を付けて毎回の授業へ参加してください。

その際も、技能を身に付けられるよう積極的な取り組みを見せてください。 

〇他者と運動を通して交流を重ね、円滑なコミュニケーションを図ってください。集団での意思決定

において積極的な参加をしてください。 

〇授業前の準備や準備運動、授業中の安全確保や授業後の片づけ等に前向きに取り組んでください。

授業担当者からの指示に対して、指示を理解し行動につなげてください。 

〇授業内で疑問に感じたことやわからないことは積極的に質問をしてください。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

運動の合理的，計画的な実

践を通して，運動の楽しさ

や喜びを深く味わい，生涯

にわたって運動を豊かに継

続することができるように

するため，運動の多様性や

体力の必要性について理解

しているとともに，それら

の技能を身に付けている。  

生涯にわたって運動を豊か

に継続するための課題を発

見し，合理的，計画的な解

決に向けて思考し判断する

とともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝えてい

る。 

生涯にわたって継続して運

動に親しむために，運動に

おける競争や協働の経験を

通して，公正に取り組む，

互いに協力する，自己の責

任を果たす，参画する，一

人一人の違いを大切にしよ

うとするとともに，健康・

安全を確保している。 

主な評価 

方法 

・観察 

・実技テスト 

  

・学習カード 

・実技テスト 

・観察  

・観察 

・生徒との対話  
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４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

Ａ体つくり運動 

 

【選択Ⅰ期】 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

 

 

 

 

【選択Ⅱ期】 

Ｅ球技 

 ア）ｺﾞｰﾙ型 

 イ）ﾈｯﾄ型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

・ｻｯｶｰ 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

・ｻｯｶｰ 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 ・学習集団とし

ての約束や評価

の仕方等 

【Ａ体つくり運

動】 

ア）体ほぐしの

運動 

イ）実生活に生

かす運動の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ器械運動】 

ア）マット運動 

エ）跳び箱運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ体つくり運動】 

・体つくり運動の行い方，体力の

構成要素，実生活への取り入れ方

などについて理解している(a) 

・生涯にわたって運動を豊かに継

続するための自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に

向けて取り組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている（b） 

・体つくり運動に主体的に取り組

むとともに，互いに助け合い高め

合おうとすること，一人一人の違

いに応じた動きなどを大切にしよ

うとすること，合意形成に貢献し

ようとすることなどをしたり，健

康・安全を確保したりしている

（c） 

【Ｂ器械運動】 

・技の名称や行い方，体力の高め

方，課題解決の方法，発表の仕方

などについて理解している(a) 

・マット運動では，回転系や巧技

系の基本的な技を滑らかに安定し

て行うこと，条件を変えた技や発
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二

学

期 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選択Ⅲ期】 

Ｂ器械運動  

ア）マット運動 

エ）跳び箱運動 

Ｃ陸上競技 

 ア）短距離走・

リレー，長距離

走，ハードル走 

Ｄ水泳 

ア）クロール  

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフライ 

 

 

【選択Ⅳ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

 

 

 

【選択Ⅴ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

イ）ﾈｯﾄ型 

 

 

 

Ｂ器械運動  

ア）マット 

エ）跳び箱 

Ｃ陸上競技 

ア）短距離走・

リレー 

 

Ｄ水泳 

ア）クロール 

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフライ 

 

 

 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

 

 

Ｅ球技 

ア）ｺﾞｰﾙ型 

・ｻｯｶｰ 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

 

45  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ陸上競技】 

ア）短距離走・リ

レー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展技を行うこと及びそれらを構成

し演技することができる(a) 

・跳び箱運動では，切り返し系や

回転系の基本的な技を滑らかに安

定して行うこと，条件を変えた技

や発展技を行うことができる(a) 

・生涯にわたって運動を豊かに継

続するための自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に

向けて取り組み方を工夫するとと

もに自己や仲間の考えたことを他

者に伝えている（b） 

・器械運動に主体的に取り組むと

ともに，よい演技を讃えようとす

ること，互いに助け合い高め合お

うとすること，一人一人の違いに

応じた課題や挑戦を大切にしよう

とすることなどをしたり，健康・

安全を確保したりしている（c） 

【Ｃ陸上競技】 

・技術の名称や行い方，体力の高

め方，課題解決の方法，競技会の

仕方などについて理解している

(a) 

・短距離走・リレーでは，中間走

の高いスピードを維持して速く走

ることやバトンの受渡しで次走者

と前走者の距離を長くすることが

できる(a) 

・生涯にわたって運動を豊かに継

続するための自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に

向けて取り組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている(b) 

・陸上競技に主体的に取り組むと

ともに，勝敗などを冷静に受け止

め，ルールやマナーを大切にしよ

うとすること，役割を積極的に引
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三

学

期 

12 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

【選択Ⅳ期】 

※体育理論 

２時間含 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

 

 

※Ｈ体育理論 

３豊かなスポー

ツライフの設計

の仕方 

Ｅ球技 

イ）ﾈｯﾄ型 

・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

・卓球 

 

 

 

※Ｈ体育理論 

・豊かなスポ

ーツライフの

設計の仕方 

30 【Ｄ水泳】 

ア）クロール 

イ）平泳ぎ 

ウ）背泳ぎ 

エ）バタフライ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｅ球技】 

ア）ゴール型 

イ）ネット型 

ウ）ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型 

 

き受け自己の責任を果たそうとす

ること，一人一人の違いに応じた

課題や挑戦を大切にしようとする

ことなどをしたり，健康・安全を

確保したりしている(c) 

 

【Ｄ水泳】 

・技術の名称や行い方，体力の高

め方，課題解決の方法，競技会の

仕方などについて理解している

(a) 

・クロールでは，手と足の動き，

呼吸のバランスを保ち，伸びのあ

る動作と安定したペースで長く泳

いだり速く泳いだりすることがで

きる (a)  

・平泳ぎでは，手と足の動き，呼

吸のバランスを保ち，伸びのある

動作と安定したペースで長く泳い

だり速く泳いだりすることができ

る (a)  

・背泳ぎでは，手と足の動き，呼

吸のバランスを保ち，安定したペ

ースで長く泳いだり速く泳いだり

することができる (a)  

・・バタフライでは，手と足の動

き，呼吸のバランスを保ち，安定

したペースで長く泳いだり速く泳

いだりすることができる (a) 

・生涯にわたって運動を豊かに継

続するための自己や仲間の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に

向けて取り組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている(b） 

・水泳に主体的に取り組むととも

に，勝敗などを冷静に受け止め，

ルールやマナーを大切にしようと

すること，役割を積極的に引き受
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【Ｈ体育理論】 

・豊かなスポー

ツライフの設計

の仕方 

 

け自己の責任を果たそうとするこ

と，一人一人の違いに応じた課題

や挑戦を大切にしようとすること

などをしたり，水泳の事故防止に

関する心得を遵守するなど健康・

安全を確保したりしている（c） 

【Ｅ球技】 

・技術などの名称や行い方，体力

の高め方，課題解決の方法，競技

会の仕方などについて理解してい

る(a) 

・ゴール型では，状況に応じたボ

ール操作と空間を埋めるなどの動

きによって空間への侵入などから

攻防をすることができる (a) 

・ネット型では，状況に応じたボ

ール操作や安定した用具の操作と

連携した動きによって空間を作り

出すなどの攻防をすることができ

る(a) 

・ベースボール型では，状況に応

じたバット操作と走塁での攻撃，

安定したボール操作と状況に応じ

た守備などによって攻防をするこ

とができる (a) 

・生涯にわたって運動を豊かに継

続するためのﾁｰﾑや自己の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に

向けて取り組み方を工夫するとと

もに，自己やﾁｰﾑの考えたことを

他者に伝えてい(b） 

・球技に主体的に取り組むととも

に，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，合意形成に貢献し

ようとすること，一人一人の違い

に応じたプレイなどを大切にしよ

うとすること，互いに助け合い高

め合おうとすることなどをした

り，健康・安全を確保したりして
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いる（c） 

【Ｈ体育理論】 

・豊かなスポーツライフの設計の

仕方について理解している(a) 

・豊かなスポーツライフの設計の

仕方について，課題を発見し，よ

りよい解決に向けて思考し判断す

るとともに，他者に伝えている

（b） 

・豊かなスポーツライフの設計の

仕方についての学習に主体的に取

り組もうとしている（c） 

合計１０５時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


